
 

 

  

 

 

 

 

■ 第１５回「新建賞2027」を募集します 
 
２０２１年以来の久しぶりの募集です。今回は、初めて、新建以外の人にも募集の枠を広げまし

た。「新建賞」だから、新建の会員だけと思っているのが当たり前だったのですが、集まりの中で、

「新建」を知ってもらうためにも、他の団体や建築に携わる方への周知として、初の試みとなりま

した。今までも、新建会員と一緒に、地域での様々の活動を継続的にされてきている方なども対象

になります。「新建」の活動を知って頂き、「新建」に参加される方も、少しずつですが、広がっ

ています。 

 

 また、今回は、応募者の方にも資料だけではなく、プレゼンテーションの機会を設けて、オンラ

インによる、応募者の気持ちや意見が、審査委員の方にも届くようなことを行います。審査委員の

方も、そのほうが、応募者に質問や聞いてみたいことも確認ができるため、手間はかかりますが、

折角応募をして頂いた、活動や気持ちを届けてみませんか。 

 

 「新建賞」は、ハードルが高いのではなく、これまでの自分の仕事や活動を見つめ直す、良い機

会です。自分だけではなく、自分の支部の会員が普段何気なくされている継続的な活動も、全国の

皆さんにも知ってもらう、とても大切な機会だと思います。 

 

 「新建賞」の申込みなどの詳しい詳細は、「新建築家技術者集団」のホームページより、ご確認

をして頂き、是非この機会に、たくさんの応募を期待しております。 

応募の締切は、2027年1月29日必着です。（「新建賞」募集案内ちらし添付）

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖

■新建築家技術者集団■           SHINKEN・AICHI・BRANCH・NEWS 

 

 

 

 

新建愛知支部事務局 ： 株式会社 宮工務店 気付            〒486-0904 春日井市宮町 1-11-25 

URL http://nu-ae.com ホームページ（2022 年 4 月～）           TEL 0568-34-7775  FAX 0568-34-7797 

2026.11 月号 



■ 不安な時代と居住福祉 

〜居住福祉と生活資本の構築(190) 

岡本 祥浩 

 

 戦争、紛争、排除に円安、物価高。そして日本の国内総生産(GDP)が世界第 6 位 (10

月 12 日に国際通貨基金(IMF)の見通しで、日本の名目国内総生産(GDP)がインド、英国

の両国に抜かれて世界６位になることが明らかになった)に転落。私たちは、今、不安

な時代に居るようだ。こうした現在を読み解こうとする論考が出されている。それら

を通して「居住福祉」の必要性が強く感じられた。 

 

曖昧な弱者の時代 

 伊藤(下記参考文献参照)は今の時代を次のように解釈している。明確な貧困者や弱

者に社会的支援が行われる一方で、これまでの中間層のボリュームが減少している。

中間層から貧困者や弱者の立ち位置に近づいていると感じる人が増えている。そこで、

生活水準の維持のために、社会的支援を受ける適格性の競争が生まれていると言う。

限りある社会的支援を自分たちが受けるには、明確な貧困者や弱者のボリュームを小

さくする必要があると考える。社会的支援を受ける適格性の争いが起こり、弱者や貧

困者を排除する社会の動きが醸成されていると言う。明確な弱者ではない曖昧な弱者

に光が当たっている時代だと解釈している。 

 

右傾化する日本 

 島原(下記参考文献参照)は、外国人を排除しようとする右傾化する日本社会を解き

明かそうとしている。そこにヴァンス副大統領が著した「ヒルビリーの悲劇」を社会や

産業の中心に位置していたアメリカの労働者の悲劇を重ね合わせている。その悲劇と

リベラルな政治を結びつけ、発展途上国や移民にその原因を求めている。それが、反オ

バマや移民排斥に結びついていると言う。日本社会ではこの 30 年間の停滞を通して生

活水準の向上を感じられない人々や貧困状態の人々が、その要因を外国籍の人々に重

ね合わせ易くなっていた。それが今、顕在化してきたと考えられる。 

 

生活苦と不安、恐怖に対抗する居住福祉 

 ニューヨーク市長選のマムダニ旋風に見られるようにアメリカ社会の共和党側から

民主党側への変化を指摘する報告(下記参考文献参照)もある。その背景には物価高騰

や生活苦があるとされ、地方都市にも波及していると言う。 

 いずれの論考にせよ、現在社会に潜む貧困への恐怖が人々を突き動かしているよう

に思える。我々の居住が保障されていれば、人々の貧困への恐怖は緩和され、お互いに

排除したり攻撃の対象としたりしないのではなかろうか。一人ひとりの人に相応しい

居住が他者への配慮を生むのではないか。今まさに「衣食(居住)足りて礼節を知る」を

肝に銘じ、居住を保障しなければならない時代に至った感じる。 

 

【参考文献】 

・伊藤昌亮(2026)『曖昧な弱者の時代』(岩波新書 2112) 

・島原万丈(2026)「右傾化する日本で寛容を問い直す」LIFULL HOME‘s 総研『在留外国人の

居住実態と日本人の意識に関する調査 -右傾化する日本で寛容を問い直す』p.1～23 
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(中京大学教授、新建会員) 





■ 新建愛知支部 2026 年 9 月 支部幹事会だより 

9 月 16 日（水）19：00～21：00（リアル＆オンライン） 

参加者／入谷、奥野、河合、黒野、中森、福田、甫立 

（1） 建築とまちづくり in 埼玉（最寄り駅は浦和駅）が、10/3～参加申込を HP から受付中です。 

（2） 全国幹事会 9/13 で、「被災者支援」緊急の声明を確認しました、詳細は、HP を確認して下

さい。 

（3） 新建賞の開催の準備と検討会議をしています。決まり次第、詳細を報告させて頂きます。 

（4） 建築基準法の改正などについての、仕事での経験や意見交流、勉強会を開催しようと思いま

す。 

（5） 皆さまから、企画・見学会案を募集します。楽しく勉強と交流のできる企画をつくりません

か？ 

今後の幹事会は、10/21（水）、11/18（水）、12 月 16 日（水）午後 7 時で日程の確認をしました。 
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■ みえ四日市市 ギャラリー侶居（ろきょ）    浦田杏梨 展へ 

先日、JR四日市付近の古民家ギャラリー【侶居】さんへ伺いました。いなべ市の浦田杏梨展です。 

私の家の近くの喫茶店主（鈴鹿）がギャラリーで 9/13 に茶を出す、ということでお誘いを受けました。 

作家さんも在廊で、蝋（ロウ）を使った作品の方で、下の写真は古い蚊帳（かや）にロウが塗ってあ

り、経年変化も楽しめる作品とのことでした。蚊帳やボロ布・古材が本当に愛おしいそうです。ほかに

も花瓶のようなロウ作品もありました。いなべ市阿下喜（あげき）にアトリエがあるそうで、月１回開

放していて、なんと元新建三重の川瀬開発不動産さんの２軒となりとのことでした！ 

喫茶店主が出してくれたお茶は FUEKI RYUKO（不易流行）という九州のブレンド茶で、飲んだのは、

有機緑茶・黒文字・ゆず・茶花・ハッカのアイスティ。ロウ作品に合わせたオリジナルの生菓子と共に

いただきました。古民家の中、芸術に囲まれて、香り高いお茶と美しい和菓子…。 

ギャラリーは古民家の２階建てで、オーナーの奥様のご実家ということです。解体予定だったところ

東京にいらしたご夫婦が、リフォームしてギャラリーにしようと決断されたそうです。１階はＬ字土間

空間がギャラリーになっていて、中央が板間小上りと水場・階段があります。そこへ机椅子を置いて８

人程度入る喫茶室となっていました。２階は床の間のある６帖ほどの和室で展示空間となっています。 

古民家空間、展示と喫茶空間、作品と茶・菓子が一体となって、もてなされる場所づくりに、久しぶ

りに鳥肌が。不易は永遠性、流行はその時々の新風の体、共に根元はひとつ。     （黒野晶大） 

 

 

 

 

   

 

 


